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問題

児童養護施設は、多様なニーズを持つ児童の生活の場

であるため、施設の機能は児童らと生活をともにする職

員の高い専門性に支えられているといえる（神田・森本・

稲田，2009）。職員が施設に長く勤めることは、児童の

権利擁護の観点からも非常に重要な問題であるといえ、

職員の勤続年数が短くなると困難な条件下で働いている

ベテラン職員をよりいっそう追い込むことになり、この

ことがひいては不適切な処遇あるいは施設内虐待等、施

設における子どもの人権侵害のリスクを高めてしまう可

能性がある（神田ら，2009）。

また、トラウマを被った被虐待児に対応する児童養護

施設職員の共感疲労は高く、共感疲労が高い職員には被

虐待児との関係が不安定なものが多いことが明らかにさ

れている。

児童養護施設において職員は子どもにとってかかわり

の対象であると同時に、環境でもある。職員は日々の生

活を支え、養護してくれている存在である。児童養護施

設には家庭で生活することのできなくなった児童たちが

生活している。被虐待児も多い。そのような状況の中、

信頼できるようになった職員が困難さを感じていたり、

やめてしまったりすることは、子どもにとって再び傷つ

くことにつながってしまうのではないかと考えられる。

高崎（2011）は子どもたちの発達はデプリヴェーション

体験の後、彼らがいかなる関係性を他者との間に築いて

いくかによって大きく左右されるため、子どもが家庭か

ら切り離された後の継続的なかかわりこそ、彼らの支援

において重要となると指摘している。

対人援助職における心的疲労の先行研究から児童養護

施設職員にも当てはまると考えられることをいくつか整

理しておきたい。

古屋（2006）はケアの視点から対人援助職者の心的疲

労にかかわる特性は、以下の２点に見ることができると

している。①ケアは相手の人格にかかわっていく行為で

ある。②仕事の成果を相手に依存せざるをえない。

また、辛い体験を見たり聞いたりすることにより二次

的なショックを受けることがある。災害の悲惨な現場を

見る救命士や警察官、クライエントの辛い体験に共感的

に耳を傾ける対人援助職独特の心的疲労であるといえる。

さらに、そこで体験したこと、聞いたことを関係者以外

には話しにくく、孤立感を覚えやすいことも心的疲労に

つながる。また関係者の中でそれらを話す機会が少ない

職場では疲労の度合いは高くなるのではないかと考えら

れる。

目的

本研究では、子どもとのかかわりにおいてどのような

体験をしているのか、それについてどのように対応して

いるのか、また、職員として仕事をしていく中で、考え

方、感じ方、対処法などにどのような変化があるのかに

ついて調査したい。その際に、目の前で起こる一つ一つ

の困難なことをどのように体験し統合しているのかとい

う過程と、職員として働き続けるうえで長期的にみてど

のように体験し統合していっているのかという２つの次

元でそれぞれが螺旋構造のように体験、統合されている

のではないかと考え進めていく。

方法

対象 児童養護施設で働く職員

手続き インタビュー調査を行う。

子どもとのかかわりにおける具体的なエピソードを語

ってもらい、子どもとの関わりにおいてどのような心的

体験をしているのかを考察していく。
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